
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
現
代
舞
踊
、

現
代
演
劇
等
の
現
代
舞
台
芸
術
（
主
と
し
て
明
治
期

以
降
、
外
国
か
ら
我
が
国
に
移
入
さ
れ
、
定
着
し
、

又
は
我
が
国
に
お
い
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
っ
て
現

在
も
我
が
国
に
お
い
て
演
じ
ら
れ
て
い
る
舞
台
芸
術
）

は
、
我
が
国
に
お
い
て
も
独
自
の
発
展
を
遂
げ
、
そ

の
水
準
は
国
際
的
に
も
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
発
表

の
場
と
し
て
の
国
立
の
施
設
が
な
く
、
そ
の
設
立
は
、

関
係
者
の
長
い
間
の
悲
願
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
に
、
昭
和
四
一
年
四
月
伝

統
芸
能
の
た
め
の
国
立
劇
場
法
の
成
立
の
際
に
、
衆

議
院
文
教
委
員
会
に
お
い
て
「
政
府
は
、
伝
統
芸
能

以
外
の
芸
能
の
振
興
を
図
る
た
め
、
施
設
そ
の
他
に

つ
き
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
」
旨
、
附

帯
決
議
さ
れ
、
以
降
こ
の
附
帯
決
議
に
沿
っ
て
、
文

化
庁
に
お
い
て
、
昭
和
四
六
年
度
か
ら
第
二
国
立
劇

場
設
立
準
備
委
員
会
を
設
け
る
な
ど
、
第
二
国
立
劇

場
（
仮
称
）
の
設
立
に
つ
い
て
鋭
意
調
査
検
討
を
重

ね
て
き
た
。
（
表
1
参
照
）

そ
し
て
、
平
成
元
年
度
の
予
算
で
は
、
劇
場
施
設

の
実
施
設
計
を
完
了
し
、
敷
地
整
備
工
事
に
着
手
す

る
等
の
経
費
と
現
国
立
劇
場
に
第
二
国
立
劇
場
（
仮

称
）
準
備
室
を
設
け
る
た
め
の
経
費
が
計
上
さ
れ
た
。

ま
た
、
第
二
国
立
劇
場
（
仮
称
）
を
、
特
殊
法
人

国
立
劇
場
の
一
施
設
と
す
る
た
め
、
国
立
劇
場
の
目

的
及
び
業
務
に
現
代
舞
台
芸
術
に
係
る
事
項
を
追
加

す
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る
「
国
立
劇
場
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
、
衆
・
参
両
院
と
も
に
全

会
一
致
で
可
決
、
法
律
第
一
七
号
と
し
て
三
月
三
一

日
に
公
布
、
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

今
回
の
予
算
と
法
律
改
正
は
、
長
年
の
懸
案
で
あ

る
第
二
国
立
劇
場
（
仮
称
）
の
設
立
に
向
け
て
の
大

き
な
前
進
で
あ
り
、
開
場
に
向
け
て
の
諸
準
備
を
、

よ
り
一
層
推
進
し
て
い
く
態
勢
が
整
っ
た
点
に
、
極

め
て
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
。
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第
二
国
立
劇
場
（
仮
称
）
の

構
想

け
て
「
東
ア
ジ
ア
青
銅
器
・
土
器

．．
 
陶
磁
器
の
保
存

t
1
i
J
I
J

勺
こ
~
―
‘
司
徊



衆議院文教委員会において、伝統芸能の保存・振興を目的とする国立劇場法案可決の際「伝統芸能

以外の芸能の振興を図るため、施設その他につき、必要な処置を講ずべきこと」が附帯決議される。

第二国立劇場設立準備協議会設置

国有財産中央審議会の答申において、東京工業試験所跡地（東京都渋谷区本町）を第二国立劇場用

地として利用する旨示された。

第二国立劇場設立準備協議会が「東京工業試験所跡地における第二国立劇場（仮称）の設置構想概

要及び建築規模について」を文化庁長官に報告した。

第二国立劇場建築設計競技入賞発表（最優秀作品柳沢孝彦 他16名、竹中工務店東京本店勤務（応

募数228作品、うち外国22か国60作品））

第二国立劇場（仮称）基本設計

第二国立劇場（仮称）実施設計

令
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現代舞台芸術の一層の振興及び普及を図る（現代舞台芸術：オペラ、バレエ、ミュージカル、

現代演劇等）

東京都渋谷区本町（東京工業試験所跡地約31,000m'（内取得予定地約28,000mう）

（ア）公演事業 オペラ、バレエミ ューンカル、現代舞踊、現代演劇等の公演

及び地方巡回公演等

（イ）研 修 事＿業 現代舞台芸術にかかわる舞台芸術家及ぴ舞台技術者等の研修

（ウ）調査・情報関係事業 現代舞台芸術に関する資料・情報の収集・保存・公開及び調査

等

（ア）劇場施設
主 な 公 演 客 席 数

大劇場 主としてオペラ、バレエ、現代

舞踊の公演 I,800席程度

中劇場 主として現代演劇の公演 I,000席程度

小劇場 オープンステージによる上演形

式をもつ現代舞台芸術の公演 300~450席程度

（イ）研修関係施設 講義室等

（ウ）調査・情報関係施設資料閲覧室、視聴覚室、書庫等

（エ）その他管理関係施設等

（ア）延べ床面積 55,727m2 

（イ）建築構造 鉄骨鉄筋コンクリート造り
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第二国立劇場（仮称）完成予想模型

第
二
国
立
劇
場
（
仮
称
）
は
、
昭
和
五
五
年
の
国

有
財
産
中
央
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
東
京
都
渋

谷
区
の
東
京
工
業
試
験
所
跡
地
に
建
設
す
る
予
定
で
、

敷
地
面
積
は
約
三
万
一

0
0
0
面
、
延
べ
床
面
積
約

五
万
六

0
0
0
面
、
地
上
五
階
、
地
下
三
階
の
建
物

を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
我
が
国
初
め
て
の
四
面
舞
台
を
有
す
る
主

我
が
国
の
歌
舞
伎
、
文
楽
、
能
楽
等
の
伝
統
芸
能

は
、
歴
史
的
に
も
芸
術
的
に
も
す
ぐ
れ
た
価
値
を
有

す
る
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
時

代
や
社
会
の
激
し
い
変
化
に
よ
り
、
後
継
者
難
な
ど

次
第
に
厳
し
い
環
境
の
下
に
置
か
れ
、
そ
の
正
し
い

伝
承
と
発
展
の
た
め
に
は
、
保
存
と
振
興
の
た
め
の

国
の
積
極
的
な
施
策
を
必
要
と
す
る
状
況
に
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
で
、
特
殊
法
人
国
立
劇
場

は
、
我
が
国
の
伝
統
芸
能
の
保
存
と
振
興
を
目
的
と

と
し
て
、
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
の
た
め
の
大
劇
場
及
び

主
と
し
て
、
演
劇
の
た
め
の
中
劇
場
、
オ
ー
プ
ン
ス

テ
ー
ジ
を
持
つ
小
劇
場
の
三
劇
場
か
ら
な
る
現
代
舞

そ
ん

台
芸
術
の
殿
堂
で
あ
り
、
国
際
的
に
み
て
も
遜
色
の

な
い
、
高
い
水
準
を
持
つ
劇
場
と
な
る
よ
う
構
想
さ

れ
て
い
る
。
（
表
2
参
照
）

し
て
昭
和
四
一
年
七
月
に
設
立
さ
れ
、
昭
和
四
一
年

―
一
月
の
国
立
劇
場
（
本
館
）
開
場
以
来
、
伝
統
芸

能
の
公
開
、
伝
承
者
の
養
成
、
調
査
研
究
な
ど
諸
事

業
を
展
開
し
て
き
た
。

こ
の
間
、
昭
和
五
四
年
に
は
国
立
演
芸
資
料
館
、

五
八
年
に
は
国
立
能
楽
堂
、
五
九
年
に
は
国
立
文
楽

劇
場
が
相
次
い
で
開
場
し
、
我
が
国
の
伝
統
芸
能
の

総
合
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
整
備
す
る
に
至
っ

て
い
る
。
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